
本
書
を
見
て
ま
ず
目
に
付
く
の
は
、
金
師
子
を
連
想
さ
せ
る
大
理
石
の

ラ
イ
オ
ン
像
を
配
し
た
紺
青
の
力
。
ハ
ー
で
あ
る
。
「
同
ミ
ミ
旨
ご
尋
、
胃
‐

８
苫
§
ご
園
ミ
。
讐
蓉
曽
菩
。
§
§
。
富
匙
。
閏
罠
ｓ
‐
ミ
ミ
甸
里
員
雪
の
ミ
」
と
白
抜

き
さ
れ
た
題
を
も
つ
本
書
は
、
中
国
華
厳
宗
に
於
け
る
観
法
の
言
を
中
心

と
し
て
そ
れ
ら
を
英
訳
し
た
と
こ
ろ
に
そ
の
特
色
が
あ
る
。
本
書
の
構
成

は
、
ま
ず
華
厳
教
学
の
中
心
的
問
題
を
取
り
上
げ
た
百
吋
○
目
。
盆
○
国
と

後
に
紹
介
す
る
四
つ
の
典
籍
の
翻
訳
及
び
華
厳
経
綱
要
と
も
い
う
。
へ
き

酔
弓
の
目
貝
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
。

さ
て
、
近
年
、
海
外
に
於
て
華
厳
仏
教
の
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
の
一
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
が

本
書
の
ヵ
、
ハ
ー
の
裏
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
華
厳
思
想
の
応
用
は
伝
統

的
な
宗
教
（
仏
教
）
の
範
囲
を
越
え
て
、
現
代
の
関
心
事
ｌ
精
神
と
環
境
及

び
個
人
と
集
団
と
の
関
係
ｌ
の
領
域
を
も
包
含
す
る
ま
で
に
広
が
っ
て
い

る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
背
景
に

書
評
・
紹
介

弓
冒
○
院
口
幽
の
⑦
伊
国
シ
殉
国
卯

圃
ミ
ご
胃
ご
尋
ゐ
き
８
雷
鳥
ご
§
奇

』
葛
曽
ご
Ｃ
ａ
胃
註
Ｓ
弓
ご
』
皆
員
堂
畠
帰
営
包
旦
量
の
ミ
赤
尾
栄
慶

は
、
現
代
社
会
に
於
て
は
我
為
の
心
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
及
び
個
人

と
集
団
社
会
と
の
関
係
が
有
機
的
に
機
能
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
解
決
の
糸
口
を
摸
索
す
る
た
め
に
、
事
事
無
凝
、

一
即
一
切
、
一
切
即
一
、
相
即
相
入
な
ど
と
い
っ
た
用
語
を
有
す
る
仏
教

の
中
の
華
厳
教
学
が
注
目
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
著
者
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。
著
者
は
一
九
四
九
年
に
生

れ
、
ハ
ー
↓
ハ
ー
ド
大
学
に
於
て
弔
戸
ロ
．
ま
で
の
学
位
を
取
得
さ
れ
て
い

る
。
既
に
著
者
に
は
数
左
の
英
訳
が
あ
り
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
に
は
禅

の
語
録
で
あ
る
『
弓
青
国
ミ
Ｑ
亀
騨
８
ミ
（
碧
巌
録
）
』
（
ｇ
四
日
ｇ
抄
‐

医
》
？
Ｈ
匡
昌
．
ぐ
２
．
］
ｌ
》
后
ミ
ー
）
が
あ
り
、
禅
に
造
詣
の
深
い
研
究
者

で
あ
る
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。
更
に
は
近
く
曾
秒
Ｂ
ｇ
巴
騨
よ
り
『
華

厳
経
』
の
英
訳
で
あ
る
『
国
恥
国
。
ｇ
ミ
ミ
富
曇
喜
尉
員
牌
竜
嘗
ミ
筐
を
公

刊
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
翻
訳
の
前
に
あ
る
華
厳
教
学
概
論
と
も
い
う
べ
き
旨
ヰ
○
目
（
〉
は
目

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

旨
耳
○
目
○
陣
○
口
は
全
体
が

房
目
５
国
自
画
‐
瀞
昌
留
削
巷
目
Ｈ
①
（
華
厳
経
）

い
国
匡
四
‐
『
①
口
碑
匡
昌
の
、
旨
○
巨
口
四
（
中
国
に
於
け
る
華
厳
研
究
）

酌
国
白
目
旨
①
の
の
四
国
Ｑ
両
①
置
武
急
萄
（
空
と
相
関
性
）

Ｐ
弓
彦
①
自
彦
愚
①
ｚ
鼻
巨
Ｈ
閉
（
三
性
）

餌
目
冒
甸
○
口
Ｈ
罰
①
巴
冒
の
旦
園
①
己
昼
剖
（
四
法
界
）

の
五
項
目
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

一
一
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第
一
の
華
厳
経
の
項
で
は
、
そ
の
冒
頭
に
「
華
厳
教
学
に
つ
い
て
の
広

い
領
域
や
そ
の
詳
細
を
十
分
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
経
典
そ
れ
自
身
を

探
究
す
る
こ
と
が
も
ち
ろ
ん
必
要
で
あ
る
。
」
令
．
ど
こ
１
畳
圏
）
と
あ
る

よ
う
に
、
華
厳
教
学
の
解
明
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
正
依
の
経
典
で
あ
る

『
華
厳
経
』
（
本
書
に
於
て
は
八
十
巻
華
厳
経
を
用
い
て
い
る
）
そ
の
も
の
を
熟

読
す
録
へ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
入
法
界
品
の
善
財
童

子
の
求
道
物
語
、
す
な
わ
ち
菩
薩
道
の
実
践
を
中
心
と
し
て
い
る
。
そ
の

中
、
特
に
善
財
童
子
が
弥
勒
菩
薩
の
楼
観
に
入
る
場
面
が
、
経
典
を
引
用

し
な
が
ら
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
ま
さ
に
「
同
昇
ｑ
旨
甘

昏
の
旨
８
口
。
①
ぎ
ゅ
国
の
（
入
不
可
思
議
）
」
で
あ
り
、
入
法
界
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
そ
れ
以
外
の
各
品
に
つ
い
て
は
、
巻
末
の
「
琵
弓
の
且
胃
“
閏
瞥
‐

胃
侭
拝
、
旦
昏
の
国
巨
い
省
①
口
腎
Ｈ
巷
目
Ｈ
①
（
付
・
華
厳
経
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
）
」

に
譲
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
中
国
に
於
け
る
華
厳
研
究
に
於
て
は
、
唐
代
を
中
心
に
し
な
が

ら
諸
宗
（
天
台
、
三
論
、
法
相
、
禅
、
浄
土
）
に
も
触
れ
つ
つ
、
華
厳
宗
の
五

祖
、
す
な
わ
ち
杜
順
・
智
侭
・
法
蔵
・
澄
観
・
宗
密
、
そ
し
て
法
蔵
と
ほ

ぼ
同
年
代
で
あ
る
李
通
玄
や
後
の
長
水
子
堵
、
更
に
は
浄
源
に
つ
い
て
も

紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
諸
宗
の
中
で
は
実
践
的
な
浄
土
教
及
び
禅
宗
に

そ
の
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
特
に
澄
観
以
後
に
交
渉
の
深

か
っ
た
禅
宗
に
つ
い
て
は
か
な
り
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
三
の
空
と
相
関
性
に
於
て
は
、
著
者
の
「
華
厳
仏
教
の
哲
学
を
探
究

す
る
た
め
に
は
、
空
の
教
理
ｌ
そ
れ
は
仏
教
に
と
っ
て
中
心
と
な
る
ｌ
を

論
ず
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
」
令
唱
胃
届
ｌ
亘
ら
と
い
う
観
点
に

よ
り
、
空
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。

第
四
の
三
性
に
つ
い
て
は
、
所
謂
華
厳
三
性
説
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

著
者
は
法
蔵
の
『
華
厳
一
乗
教
義
分
斉
章
（
華
厳
五
教
章
）
』
義
理
分
斉
、

三
性
同
異
義
（
大
正
妬
・
四
九
九
ａ
ｌ
）
に
於
け
る
円
成
実
性
（
昏
の
茸
匡
の
。
Ｈ

Ｈ
①
巴
ロ
四
目
Ｈ
①
）
・
依
他
起
性
（
岳
①
Ｈ
の
旨
牙
①
ロ
胃
員
①
）
・
遍
計
所
執
性

（
ｇ
①
ロ
呉
日
①
ｇ
８
ｐ
ｏ
ｇ
目
昌
・
冒
唱
長
）
の
解
釈
に
依
り
な
が
ら
、
三

性
の
二
義
及
び
三
性
相
互
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
三
性
説
は
、
華

厳
教
学
、
そ
の
中
で
も
特
に
法
蔵
の
教
学
に
於
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

第
五
の
四
法
界
に
つ
い
て
は
、
事
法
界
（
答
の
儲
①
四
目
ｇ
ｇ
ｇ
ｏ
ｇ
①
↑

己
Ｐ
）
・
理
法
界
（
言
①
Ｈ
の
己
日
９
口
○
日
ロ
の
ロ
○
口
）
・
理
事
無
磯
法
界
（
昏
①

Ｈ
①
巴
ご
】
○
開
口
○
口
』
ロ
計
①
風
①
Ｈ
①
国
○
①
ぴ
①
式
暑
①
①
ロ
ロ
Ｏ
ｐ
Ｈ
ｐ
①
ロ
○
国
ｐ
ロ
ロ
も
ぱ
①
ロ
？
．

ｇ
①
ロ
ｐ
）
・
事
事
無
擬
法
界
（
房
①
Ｈ
①
巴
日
具
口
○
日
日
①
風
の
Ｈ
①
ｐ
８
ｐ
冒
○
凋

嘗
の
ロ
。
日
の
目
妙
）
の
中
で
も
、
理
事
無
礪
法
界
と
事
事
無
凝
法
界
と
を
詳
細

に
考
察
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
二
法
界
は
華
厳
教
学
の
中
で
も
中

心
的
な
課
題
で
あ
る
が
、
著
者
は
ま
ず
理
事
無
畷
法
界
に
関
し
て
『
法
界

観
門
』
所
説
の
十
門
を
取
り
上
げ
、
そ
の
二
に
解
説
を
加
え
て
い
る
。

同
様
に
事
事
無
凝
法
界
に
於
て
も
『
法
界
観
門
』
所
説
の
十
門
そ
れ
ぞ
れ

に
解
説
を
加
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
事
事
無
暖
法
界
は
、
華
厳
教

学
に
於
て
は
十
玄
門
・
六
相
円
融
と
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
著

者
は
十
玄
門
と
六
相
円
融
に
つ
い
て
述
尋
へ
る
の
で
あ
る
。
十
玄
門
に
は
古

十
玄
と
新
十
玄
と
の
二
種
が
あ
る
が
、
今
は
新
十
玄
を
中
心
に
し
て
い
る
。

六
相
円
融
に
つ
い
て
は
、
延
寿
の
『
宗
鏡
録
」
巻
第
四
十
六
（
大
正
娼
・
六

九
○
ａ
ｌ
ｃ
）
所
出
の
も
の
を
引
用
し
て
述
。
へ
て
あ
る
の
を
見
る
。

以
上
、
冒
茸
○
目
鼻
甘
口
に
つ
い
て
紹
介
を
試
み
た
が
、
旨
茸
○
目
ｇ
甘
口

万1
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次
に
本
書
の
中
心
で
あ
る
国
曽
扇
旨
ｇ
ｐ
ｍ
に
つ
い
て
の
所
感
を
述
べ

る
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
典
籍
は
次
の
四
で
あ
る
。

胃
．
○
ｍ
鼠
ミ
さ
菖
園
》
員
○
ミ
ー
蜂
、
ミ
、
一
員
ざ
ご
営
尋
も
射
き
い
閂
、
類
。
雪
や
侭
酌

旦
暮
恥
国
慧
曇
’
罵
菖
Ⅱ
占
昌
目
巨
め
冒
口
（
『
華
厳
五
教
止
観
』
杜
順
説
）

ぃ
ミ
ミ
ミ
ミ
碁
こ
再
ミ
ミ
鬮
旦
誉
團
ミ
ミ
馬
具
碁
、
国
瞳
愚
‐

蔦
富
’
ず
］
門
口
め
げ
巨
口
①
ｐ
９
ｏ
胃
侭
‐
］
白
い
ロ
（
『
華
厳
法
界
玄
鏡
』
杜
順
撰

・
澄
観
述
）

騨
司
§
』
ご
愚
§
。
畠
冒
貫
旦
胃
冒
曽
蔓
憩
雪
旦
偽
ミ
琴
、

唱

国
藍
包
‐
蔦
患
１
ヶ
望
。
ご
軍
滞
ロ
（
『
華
厳
一
乗
十
玄
門
』
智
倣
撰
）

吟
３
ミ
ミ
ミ
ミ
》
具
９
ミ
恥
ミ
堂
ミ
ミ
ミ
琴
、
胃
§
雲
』
烏
亀
ミ
長
旦

暮
、
餌
瞳
急
‐
罵
る
。
．
弓
富
岡
鳶
島
長
ミ
ロ
亀
畠
さ
詞
ミ
ミ
配
、
冒
黄
言
ご

罫
い
ざ
会
ミ
Ｒ
’
ず
『
司
騨
‐
駐
留
侭
（
『
修
華
厳
奥
旨
妄
尽
還
源
観
』
法
蔵
述
）

尚
、
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
何
を
底
本
に
定
め
た
か
と
い
う
こ
と
を
明
記

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
書
に
於
て
は
そ
れ
が
明
記

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
今
は
便
宜
上
、
大
正
大
蔵
経
所
収
本
を
底
本
と

見
な
す
こ
と
に
す
る
。

第
一
の
『
五
教
止
観
』
か
ら
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
内
容
に
触
れ
る
前
に

こ
の
「
五
教
止
観
』
の
撰
述
者
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
本
書
の
撰
述
者
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
一
応
「
杜
順
説
」
と
さ
れ

て
き
た
が
、
わ
が
国
の
学
界
に
於
て
は
結
城
令
聞
博
士
に
よ
っ
て
「
華
厳

に
於
け
る
著
者
の
力
点
が
第
五
の
四
法
界
の
項
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

（
傍
線
筆
者
）
」
（
己
眉
昌
の
，
く
愚
心
）
と
述
・
へ
ら
れ
て
い
る
点
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
文
の
翻
訳
に
関
し
て
特
に
気
付
い
た
点
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
漢
文
で
は
「
又
経
云
、
一
切
法
皆
空
、
無
し
有
一
一
毫
末
相
『
空
無
し

有
二
分
別
「
由
如
二
虚
空
一
有
。
門
論
云
、
無
性
法
亦
無
、
一
切
皆
空
故
」

（
大
正
妬
・
五
二
ａ
）
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
所
が
司
○
早

己
庁
’
目
①
巴
の
○
ｍ
①
『
の
》
員
匪
邑
詐
冨
口
甥
煙
Ｈ
①
①
目
も
井
田
ｐ
ロ
・
丘
ゆ
く
の
口
○
命
詐
彦
○

の
屋
函
ぽ
《
の
印
庁
凰
碗
ロ
〉
詐
丘
①
『
色
Ｈ
①
⑦
貝
］
も
庁
昌
》
皇
昌
詐
彦
○
巨
庁
Ｑ
］
、
○
国
口
】
』
ロ
塑
感
○
ご
》

言
牌
胃
時
①
①
目
ｂ
詐
冒
の
も
四
○
の
。
》
）
門
尋
、
島
愚
瞳
湧
き
苫
○
苫
、
営
凰
き
ざ
、
め
い
『
の
）

負
目
ロ
①
ヰ
ロ
ー
彦
○
弗
国
⑳
詐
巨
Ｈ
巴
①
閉
口
①
の
、
觜
の
巳
⑱
○
口
○
帝
、
ｏ
）
ず
①
ｏ
⑳
戸
い
①
①
ぐ
①
Ｈ
閨
‐

昏
冒
困
厨
の
ご
ぢ
ご
・
》
〕
（
斜
体
字
は
筆
者
）
」
（
己
．
＄
｛
脳
１
１
星
團
）
と
訳
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
「
由
如
虚
空
有
。
門
論
云
」
と
い
う
所
が
「
由
如
虚
空
。

有
門
論
云
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
因
み
に
先
の
「
又
経
云
」

と
は
『
華
厳
経
』
巻
第
二
十
五
、
十
地
品
の
偶
頌
（
大
正
９
．
五
五
八
ａ
）
の

さ
れ
た
華
厳
宗
の
教

い
る
も
の
で
あ
、
り
、

五
教
止
観
撰
述
者
論
孜
ｌ
〈
五
教
止
観
〉
の
杜
順
撰
述
説
を
否
定
し
、
法

蔵
撰
〈
遊
心
法
界
記
〉
の
草
稿
な
り
と
推
定
す
Ｉ
」
（
宗
教
研
究
、
新
七
’

二
、
昭
５
．
５
）
と
い
う
論
文
が
提
出
さ
れ
て
以
来
、
『
五
教
止
観
」
は
法

蔵
撰
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ

れ
故
、
本
書
に
於
て
撰
述
者
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
残
念

に
感
ず
る
。
例
え
ば
、
こ
の
問
題
は
本
書
に
於
て
「
『
華
厳
五
教
止
観
』

は
、
心
の
安
定
と
分
析
的
な
観
と
の
継
続
的
段
階
を
体
系
的
に
記
述
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
害
は
仏
教
の
教
え
の
主
要
な
点
を
手
短
か
に
述
べ
て

｜

相
判
釈
の
要
素
と

ま
た
そ
の
組
織
立
て
は
、
後
に
法
蔵
に
よ
っ
て
確
立

し
て
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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取
意
、
或
い
は
『
仏
蔵
経
』
巻
上
、
念
仏
品
（
大
正
過
・
七
八
五
ａ
）
の
所
説

に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
次
の
「
門
論
云
」
と
は
「
十
二
門
論
』
観

性
門
の
偶
（
大
正
鋤
・
蚕
ハ
五
ａ
）
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
「
昏
旦
胃
①

①
目
耳
己
以
下
は
「
昏
畠
目
①
の
目
も
ご
》
昌
昏
○
具
呂
の
○
口
目
旨
四
は
○
口
．

ミ
ミ
冒
普
］
時
①
①
Ｂ
ｂ
ｑ
名
目
①
．
》
〉
夙
尋
雲
欝
ご
蒼
習
雪
碧
（
〔
胃
ｇ
里
鳥
〕

の
ミ
、
弓
苫
§
鳶
）
、
騨
荊
》
…
」
と
す
べ
き
か
と
も
思
う
。
前
後
が
正
確
に
訳

さ
れ
て
い
た
だ
け
に
少
し
く
残
念
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
『
五
教
止
観
』
に
は
「
仏
授
記
寺
」
（
大
正
妬
．
五
一
「
○
ｃ
）
と

い
う
寺
院
名
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
著
者
は
た
だ
単
に
「
秒

目
。
ｐ
騨
黒
の
Ｈ
ご
令
出
胃
隠
）
と
訳
し
て
い
る
。
実
は
こ
の
「
仏
授
記
寺
」

と
い
う
寺
は
、
先
述
の
結
城
論
文
に
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

洛
陽
建
春
門
内
の
敬
愛
寺
と
い
う
寺
を
則
天
武
后
が
垂
拱
元
年
（
六
八
五
）

に
改
め
て
仏
授
記
寺
と
号
し
た
も
の
（
旧
唐
書
、
列
伝
巻
第
一
三
三
）
な
の
で

あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
「
仏
授
記
寺
」
を
た
だ
単
に
「
四
日
○
口
四
鼻
①
ｑ
」

と
訳
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
「
五
教
止
観
』
の
撰
述
年
代
を
知
る
一
つ
の

手
が
か
り
を
消
失
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
固
有
名
詞
と
し

て
弓
○
農
○
口
・
巨
印
の
ロ
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
杜
順
撰
述

説
を
否
定
す
る
証
左
と
も
成
り
得
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
「
仏
授

記
寺
」
の
語
は
慎
重
に
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

尚
、
こ
の
『
五
教
止
観
」
に
は
既
に
Ｆ
旨
冒
侭
‐
言
○
＆
訳
の
「
捧

吋
四
口
、
雷
盆
ｏ
昌
旦
苔
の
急
巨
‐
・
冒
煙
。
‐
呂
冒
‐
冒
璽
ロ
（
《
《
○
回
忌
の
旨
①
島
国
‐

匙
○
口
昌
彦
①
固
く
①
目
①
Ｐ
Ｃ
言
長
め
〕
〕
）
・
」
（
号
ミ
薑
員
曼
欝
§
》
ｏ
ミ
ミ
ミ
。
］
｝

。
。
胃
）
Ｆ
ｏ
の
曾
侭
里
の
“
』
岳
ご
）
と
い
う
英
訳
が
存
す
る
。
し
か
し
今
は
そ
の

雑
誌
を
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
に
止

め
る
。
第
二
の
『
法
界
玄
鏡
」
は
杜
順
の
『
法
界
観
門
』
ｌ
こ
れ
は
独
立
の
害

と
し
て
は
現
存
し
て
い
な
い
が
ｌ
に
対
す
る
澄
観
の
注
釈
書
で
あ
り
、
所

謂
会
本
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

同
じ
く
気
付
い
た
点
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
『
法
界
観
門
」
の
本
文
の

中
に
あ
る
「
経
云
、
法
身
流
二
転
五
道
一
名
日
二
衆
生
こ
（
大
正
妬
．
六
七
八

ｃ
’
九
ａ
）
と
い
う
「
経
云
」
を
司
胃
、
。
園
耳
目
①
、
畠
の
〔
旨
昏
①
ｇ
鳥

屋
《
瞬
国
○
口
目
＄
津
ぐ
Ｐ
炉
禺
、
ざ
Ｈ
Ｑ
ｐ
Ｈ
鄙
○
四
盆
○
口
ご
〕
」
ｅ
Ｌ
ｇ
萄
駕
ｌ
』

題
）
と
し
て
、
こ
の
経
を
「
（
華
厳
経
）
菩
薩
問
明
品
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
経
」
は
既
に
浄
影
寺
慧
遠
の
『
大
乗
義
章
』
巻
第
三
末

に
「
是
以
不
増
不
減
経
言
、
即
此
法
界
輪
一
一
転
五
道
一
名
日
一
一
衆
生
こ
（
大
正

“
・
五
三
○
ａ
）
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
智
縦
や
法
蔵
な

ど
の
華
厳
家
に
於
て
も
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
経
文
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

れ
は
「
不
増
不
滅
経
』
に
「
即
此
法
身
、
過
一
於
恒
沙
一
無
辺
煩
悩
所
纒
、

従
二
無
始
世
一
来
、
随
二
順
世
間
「
波
浪
漂
流
往
二
来
生
死
↓
名
為
一
一
衆
生
一
」

（
大
正
聡
・
四
六
七
ｂ
）
と
あ
る
の
取
意
の
文
と
考
え
る
の
が
一
般
的
な
の
で

あ
る
。
更
に
こ
こ
に
補
わ
れ
た
「
旨
目
①
ｇ
烏
《
《
鈩
切
○
号
厨
餌
洋
く
ゅ

陦
府
昏
儲
Ｑ
肖
島
８
陣
。
口
〉
』
」
と
い
う
の
は
、
八
十
巻
華
厳
経
の
品
名
で

あ
る
。
今
は
『
法
界
観
門
」
所
引
の
経
文
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
『
華
厳

経
」
の
経
文
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
六
十
巻
華
厳
経
の
「
菩
薩
明
難

品
」
と
い
う
品
名
を
使
用
す
寺
へ
き
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

次
に
こ
の
『
法
界
玄
鏡
』
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
少
な
く
と
も
都
合

六
箇
所
に
わ
た
っ
て
澄
観
の
釈
の
部
分
を
省
略
し
て
い
る
の
を
見
る
。
確

か
に
著
者
が
指
摘
宮
。
嚴
唾
．
や
巴
］
Ｚ
。
．
ｅ
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
箇
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所
は
い
さ
さ
か
論
義
が
煩
雑
で
必
ず
し
も
重
要
で
な
い
と
見
る
こ
と
も
可

能
で
は
あ
る
が
、
省
略
し
て
し
ま
う
の
は
如
何
な
も
の
か
と
思
う
の
で
あ

つ
（
》
Ｏ

第
三
は
『
一
乗
十
玄
門
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
中
、
二
度
に
わ
た

っ
て
「
三
種
世
間
円
融
」
（
大
正
妬
．
五
一
六
ｂ
、
五
一
七
ｂ
）
と
い
う
語
句

が
あ
り
、
更
に
は
三
種
世
間
円
融
と
同
義
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
「
三
世
円
融
」
（
同
・
五
一
七
ｃ
）
と
い
う
語
句
が
あ
る
。
今
は

著
者
の
「
三
種
世
間
」
に
対
す
る
解
釈
に
疑
問
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に

つ
い
て
少
し
く
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
初
の
「
三
種
世
間
」
は
「
目
①

言
○
叶
国
の
旦
圃
牌
》
胃
①
⑳
①
具
》
四
目
昏
目
Ｈ
の
」
令
．
届
ご
閏
ｌ
愚
巴
と
あ

り
、
第
二
は
「
ｇ
①
昏
尉
①
①
嵐
且
叩
旦
笥
。
Ｈ
固
の
」
含
虐
筐
司
－
局
）
、

第
三
は
「
目
①
昏
壗
の
①
尋
○
吋
固
い
」
令
．
巨
旨
ｇ
）
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
最
初
の
訳
は
三
種
世
間
を
過
現
未
の
三
世
と
見
た
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
著
者
の
誤
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺

え
る
。
第
二
、
第
三
に
関
し
て
は
訳
語
上
の
問
題
は
な
い
。
た
だ
第
二
の

「
彦
①
岳
Ｈ
の
①
冨
且
め
昌
笥
。
Ｈ
匡
い
」
に
つ
い
て
は
注
が
付
け
て
あ
り
、
そ

れ
に
よ
れ
ば
「
目
冒
①
①
固
口
号
旦
笥
○
Ｈ
固
の
亜
普
①
急
○
同
固
旦
昏
①
働
く
の

ｏ
言
い
蔚
什
里
計
宮
①
笥
○
禺
国
具
、
①
口
武
①
口
計
ヴ
①
旨
甥
（
巳
の
○
○
四
巨
①
Ｑ
計
画
の

弓
○
Ｈ
国
旦
冒
○
ぐ
国
○
口
呉
ロ
四
目
①
の
茸
昏
の
君
○
門
匡
昌
旨
口
烏
（
岳
①
日
四
‐

５
Ｈ
巨
急
。
吋
匡
）
・
」
（
ｚ
ｏ
蔚
切
．
や
画
扇
ｚ
ｏ
，
闇
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
「
大
智

度
論
』
巻
第
七
十
（
大
正
妬
・
五
四
六
ｃ
）
に
代
表
さ
れ
る
「
五
衆
（
陰
）
世

間
・
衆
生
世
間
・
国
土
世
間
」
と
い
う
三
種
世
間
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
今
こ
こ
で
言
う
三
種
世
間
は
、
華
厳
家
で
い
う
「
衆
生
世
間
・
器
世

間
・
智
正
覚
世
間
」
の
三
で
あ
る
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
の

中
、
智
正
覚
世
間
と
は
教
化
す
る
仏
身
を
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
注

争
Ｕ
「
目
］
貝
の
①
詳
言
Ｑ
ｍ
ｏ
壗
芝
○
堅
色
里
の
①
国
武
①
。
庁
ご
⑦
冒
函
、
》
。
○
罠
‐
の
①
］
〕
武
①
邑
井

ご
巴
口
四
切
含
ず
①
禺
口
ｐ
岸
①
風
四
］
弓
Ｏ
Ｈ
Ｅ
）
草
奪
毎
①
ず
○
・
罰
○
ら
命
彦
①
国
巨
Ｑ
Ｑ
ぽ
ゆ
」

と
す
べ
き
か
と
思
う
。

最
後
の
『
妄
尽
還
源
観
』
で
は
、
所
引
の
『
華
厳
経
』
の
経
文
中
に
あ

る
「
随
一
一
其
所
楽
一
悉
令
し
見
」
（
大
正
竿
六
三
七
ｃ
）
が
「
四
○
８
Ｈ
呂
掲
さ

詞
島
騨
曾
旦
、
ミ
ミ
》
昏
昌
胃
①
８
５
＆
さ
ぬ
①
①
芹
（
斜
体
字
は
筆
者
）
」

令
．
愚
ご
届
ｌ
自
ら
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
「
楽
」
は

ら
く

ぎ
よ
う

「
楽
」
で
は
な
く
て
「
楽
」
の
意
、
す
な
わ
ち
「
願
う
・
望
む
」
の
意
と

解
す
雫
へ
き
で
あ
り
、
「
①
且
○
己
は
「
急
睦
匡
或
い
は
「
号
目
①
」
と
で
も

訳
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
更
に
も
う
一
点
を
挙
げ
れ
ば
、
「
又
準
二
入
仏
境
界

経
一
云
」
（
大
正
妬
．
六
三
九
ｂ
）
と
読
む
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
所
が
「
琵
昌

四
ｏ
８
ａ
首
唱
昌
急
の
①
具
の
Ｈ
げ
ぽ
①
Ｈ
①
巴
国
見
ｍ
ｐ
Ｑ
Ｑ
画
ゆ
け
○
Ｏ
９
ｍ
９
ｇ
目
Ｈ
の

の
畠
⑩
・
・
：
」
（
や
冨
冒
患
と
壁
）
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
著
者
自
身

の
注
（
ｚ
ｏ
討
伽
．
や
画
昌
ｚ
ｏ
・
農
）
に
も
「
如
来
荘
厳
智
慧
光
明
入
一
切
仏
境

界
経
」
と
あ
り
、
そ
の
出
典
も
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
羽
目
耳
目
①

。
ｐ
国
昌
の
風
侭
目
①
閃
の
巴
日
日
切
目
号
呂
ｏ
ｏ
ｅ
と
し
て
一
つ
の
経
典

名
と
し
て
訳
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、
個
々
の
典
籍
の
翻
訳
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
に
気
付
い
た
こ

と
を
述
尋
へ
た
が
、
次
に
全
体
的
な
所
感
を
述
、
へ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
は
著
者
の
翻
訳
の
労
を
高
く
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

労
苦
の
一
端
と
し
て
、
例
え
ば
「
法
」
と
い
う
語
の
翻
訳
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
語
に
対
す
る
訳
に
は
、
「
Ｈ
の
昌
質
冒
旨
ｏ
ゼ
Ｐ
吋
匡
夢
〕
蔚
色
ｏ
冨
侭
〕

曾
冒
照
〕
①
毎
日
の
国
匡
な
ど
種
を
な
る
訳
語
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
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よ
う
に
「
法
」
の
一
語
に
於
て
も
、
そ
の
意
を
汲
ん
で
翻
訳
し
よ
う
と
す

る
著
者
の
努
力
に
対
し
て
大
い
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
著

者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
典
籍
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
典
籍
に
つ
い
て
の
概

説
を
付
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
典
籍
の
概
要
を
知
る
上
で
大
変
有
益

な
も
の
で
あ
る
。
次
に
「
方
便
」
が
所
々
に
於
て
「
訂
呂
昌
壱
の
」
と
訳

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
や
は
り
著
者
自
身
も
使
用
し
て
い
る
「
目
８
口
の
」

或
い
は
「
の
冨
巨
冒
目
①
い
易
」
の
方
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
た
だ
所
々
に
於
て
不
注
意
と
も
思
わ
れ
る
欠
落
箇
所
が
あ

っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
大
正
大
蔵
経
所
収
本
を
底
本
と
考
え
た

場
合
、
明
ら
か
に
欠
落
と
思
わ
れ
る
所
で
、
筆
者
が
気
付
い
た
所
は
、
後

に
ま
と
め
て
補
足
す
る
こ
と
に
し
た
。

最
後
の
「
シ
弓
の
且
寓
“
国
狩
匡
蒟
亘
の
旦
昏
の
閏
ロ
煙
当
の
目
留
国
耳
昌
①

（
付
・
華
厳
経
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
は
、
八
十
巻
華
厳
経
に
依
り
な
が
ら
、
六

十
巻
華
厳
経
の
品
名
及
び
各
品
の
異
訳
を
も
列
記
し
つ
つ
、
各
品
の
概
説

を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
「
十
地
」
な
ど
の
よ
う
な
重
要

な
用
語
に
は
、
そ
の
二
に
解
説
を
加
え
て
い
る
の
を
見
る
。
こ
の
付
編

の
中
で
特
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、
「
普
賢
三
昧
品
」
の
項
に
於
て
そ
の

経
文
の
全
訳
が
付
し
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
一
点
、
品
名
の
翻
訳
に

関
し
て
、
「
十
迺
向
品
」
の
「
迺
向
」
が
「
。
①
目
８
茸
○
口
」
寺
．
岳
ｅ
と

訳
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
旨
の
異
‐
首
四
口
輿
の
Ｈ
①
口
。
①
」
と
で
も
す
尋
へ
き

か
と
思
う
の
で
あ
る
。 四

本
書
全
体
を
一
貫
し
て
流
れ
る
も
の
は
、
あ
く
ま
で
も
仏
教
を
単
な
る

学
問
研
究
の
対
象
に
止
め
る
の
で
は
な
く
、
実
践
を
伴
っ
た
生
き
た
宗
教

そ
の
も
の
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
著
者
の
姿
勢
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

の
冒
頭
に
あ
る
「
個
点
と
集
団
と
を
理
解
し
よ
う
と
努
め
る
際
に
、
華
厳

思
想
は
、
多
を
個
の
不
可
欠
な
要
素
と
見
な
し
、
ま
た
個
を
多
の
不
可
欠

な
要
素
と
見
な
し
て
い
る
。
一
つ
の
個
は
、
総
体
的
関
係
に
対
す
る
の
と

同
様
に
、
他
の
個
々
に
対
す
る
関
連
性
に
於
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
総
体
的
関
係
は
、
個
全
体
に
対
す
る
の
と
同
様
に
、
各
々
の
個
に

対
す
る
関
連
に
於
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
が
現
代
科
学
の

経
験
（
の
恩
①
風
①
ご
ｏ
①
）
と
一
致
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ

が
、
科
学
と
生
体
倫
理
と
に
関
わ
る
問
題
ｌ
現
代
の
関
心
事
で
あ
る
ｌ
を

解
明
し
得
る
よ
う
な
、
一
つ
の
有
力
な
根
拠
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」

令
昌
岳
典
麗
）
は
、
そ
の
よ
う
な
著
者
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
教
義
即
観
法
と
呼
ば
れ
る
華
厳
の
観
法
の
書
を

中
心
と
し
て
翻
訳
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て

華
厳
教
学
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
事
事
無
凝
法
界
、
一
即
一
切
、
一
切
即

一
な
ど
と
い
う
教
義
の
真
髄
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
学
解
と

と
も
に
行
証
を
め
ざ
す
仏
教
の
本
質
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

更
に
は
そ
れ
を
現
代
に
敷
桁
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
願
い
が
あ
る
よ
う
に

思
え
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
点
に
於
て
本
書
の
価
値
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
本
書
に
語
彙
及
び
索
引
が
付
し
て
あ
る
な
ら
ば
、
研
究
者

に
と
っ
て
碑
益
す
る
と
こ
ろ
更
に
大
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

五
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先
に
も
紹
介
し
た
よ
う
に
近
々
『
華
厳
経
」
の
英
訳
が
公
刊
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
一
日
も
早
く
こ
れ
が
世
の
中
に
出
る
こ
と
を
切
望

す
る
も
の
で
あ
る
。

（
己
昌
ぐ
⑦
吊
騨
営
旦
塁
留
ご
凹
偉
勺
吋
①
、
醜
》
畠
○
口
○
首
百
〕
ご
麗
寧
画
隠
己
亨
箏
邑
．

『
五
教
止
観
』

○
何
以
故
。
法
無
分
別
故
。
（
五
三
ａ
）

・
・
み
ず
①
Ｈ
①
耐
ロ
○
も
①
厨
○
口
．
尋
琴
篁
、
画
、
目
藍
鷺
碁
②
ご
置
善
琴
争
吻
惠
。

‐
島
の
ミ
雪
や
ミ
ミ
ざ
鳶
．
碑
の
自
旨
目
儲
①
、
凹
思
の
》
…
ｅ
，
豊
邑
ｇ
）

『
法
界
玄
鏡
』

翻
訳
に
関
し
て
欠
落
と
考
え
ら
れ
る
部
分
の
補
い

（
典
籍
の
底
本
は
す
ゞ
へ
て
大
正
大
蔵
経
第
四
十
五
巻
所
収
本
と
し
た
。
傍
線
部

分
は
欠
落
と
考
え
ら
れ
る
漢
文
で
あ
り
、
斜
体
字
は
そ
の
英
訳
の
文
で
あ
る
）

○○
一
理
性
融
故
、

④
、
）

二
棟
乱
意
者
、
唯
取
下
句
必
与
能
依
為
所
依
。
（
六
七
四
ｃ
）

・
・
・
Ｑ
①
も
①
旨
。
①
。
○
国
．
ｍ
四
○
○
惠
包
〕
》
。
、
悪
ミ
ミ
ご
倉
詩
Ｐ
ｃ
受
○
苫
叱
弓
包
、
倉
②
》
ご
い

め
§
ｇ
ご
曽
訂
罫
⑮
苛
営
浄
量
Ｃ
ご
§
恥
善
員
厨
蒼
萱
§
鴎
の
〕
ミ
Ｒ
禺
争
ミ
管

め
い
宝
ご
臨
承
吻
碁
騒
畔
ご
吾
苦
署
済
へ
詩
、
ｍ
苫
ａ
⑮
包
○
さ
、
。
、
碁
邑
匙
震
忌
苦
琴

＆
、
、
、
富
包
め
．
目
営
①
儲
呉
○
吋
①
・
・
・
令
．
馬
弓
困
）

標
約
理
四
句
。

多
事
無
畷
故

標
約
事
四
句
。

（
六
七
七
Ｃ
）

『
一
乗
十
玄
門
』

○
一
即
一
切
無
過
不
離
、

・
・
・
冒
昏
①
国
匡
四
虫
①
ロ

国
宝
》
ご
○
①
Ｈ
Ｈ
Ｃ
吋
厨
冒
○
拝

〔
四
ｍ
①
ぐ
①
叶
因
含
弓
〕
己
函
の
辰
の
〕

○
全
住
自
一
中
。
（
六
八
一
ｂ
）

・
・
み
ば
〕
ロ
ぬ
い
湧
引
芹
ご
』
口
詳
い
①
犀
．
自
琴
由
忌
冨
阜
冨
包
恥
邑
詳
琴
署
苧
争
冴
○
邑
謹

○
富
、
苫
、
め
い
亭
白
〕
Ｈ
の
○
ぐ
の
Ｈ
や
庁
）
①
ｏ
ｐ
ｐ
的
の
・
・
・
（
宅
．
旨
」
ｃ
一
四
画
）

○
由
其
相
即
故
得
互
浪
。
（
六
八
○
ａ
）

…
さ
も
房
ロ
○
日
①
ロ
四
．
切
、
§
畠
や
ミ
罫
⑮
ミ
ミ
匡
皇
員
や
員
罫
員
‐

ｔ

く

卦
８
富
〔
善
い
更
〕
。
＆
富
ミ
黛
冒
昌
曾
島
の
零
、
、
恥
魚
費
．
鈩
房
○
】
時
○
日
・
・
・
令
．
匡
（
〕

一
い
）

○
故
云
約
理
望
事
等
。
（
六
七
九
ｃ
）

・
・
・
言
詳
毎
○
口
詐
旨
蔚
匙
①
Ｈ
①
ｐ
ｏ
ｐ
句
恩
團
謹
思
罫
い
ざ
ミ
今
旨
乏
の
《
玲
営

く

ミ
ミ
②
旦
嵩
。
ミ
菖
聖
。
ご
ｅ
房
‐
や
晨
嘗
畠
。
ミ
ミ
ｓ
§
鼠
の
。
ご
宝
尋
》
。
．

日
ロ
①
能
⑳
ｏ
す
・
・
令
．
己
電
屋
）

・
・
・
《
《
ず
①
○
四
巨
の
①
○
開
臥
冒
①
Ｈ
ｍ
昌
口
、
声
）
く
ず
岸
扁
日
○
口
画
］
①
ロ
四
』
ロ
凹
汁
巨
吋
①
ご

弓
鳶
ご
Ｃ
ａ
い
き
臨
一
、
○
試
含
も
ｓ
惠
詠
寺
魚
篭
畠
・
惠
富
ミ
ミ
昌
亀
８
富
．
《
へ
》
§
色
慧
篭

６
、

ト

蒼
邑
ご
室
○
ミ
碁
営
顎
琴
き
い
、
二
○
卓
ミ
烏
詩
宝
§
Ｒ
》
〕
旨
茸
○
Ｑ
口
８
い
き
員

く

【
）
○
』
【
胃
の
ご
色
、
①
Ｑ
Ｏ
ｐ
も
岸
〕
①
口
○
門
口
①
画
四
・
（
ｐ
や
司
一
唖
ｍ
１
ｌ
己
．
①
釦
、
ご

‐
Ｆ

卜

、

無
法
不
同
也
。
（
五
一
四
ａ
）

庁
①
騨
○
画
酢
昌
吸
曾
高
。
、
。
患
い
《
ぬ
《
ａ
、
富
赴
○
ｓ
』
『
○

吋
①
門
口
○
ぐ
①
負
ご
○
色
｝
管
〕
ぬ
愚
。
〔
吾
庁
彦
①
の
段
間
旨
の

（
己
．
』
歯
つ
一
③
）

76



「
妄
尽
還
源
観
』

○
第
十
随
生
根
欲
性
者
、
随
縁
常
応
也
。
（
五
一
五
ｃ
）

シ
の
甘
吋
（
ら
）
四
口
秒
も
建
口
い
ざ
津
５
厨
ｏ
巳
威
①
⑩
》
旨
巳
冒
包
陣
○
画
い
｝

四
ｐ
Ｑ
ｐ
ｐ
言
樟
制
①
印
○
局
ず
①
澤
口
ぬ
い
〕
色
、
○
○
宝
包
《
菖
函
茎
○
茎
琴
、
。
○
ご
包
一
註
○
害
坤
ロ
琴
い

き
》
萄
舟
ぎ
い
富
、
ａ
］
こ
こ
ｓ
這
い
宝
里
員
鴎
ご
「
善
い
笛
鳶
註
＄
写
壁
時
吾
侭
堕
〕
〃
少
の

○○
や
富
忌
函
琴
番
富
、
ａ
Ｉ
－
Ｓ
爵
邑
ｓ
言
い

幹
の
①
嵩
、
・
・
・
（
亭
昌
い
い
一
画
ら

云
何
名
煩
悩
、
云
何
名
菩
提
。
（
六
三
八
ａ
）

…
ミ
ヶ
鼻
討
ｏ
色
屋
＆
昌
村
ぐ
巴
］
い
》
事
さ
員
営
昌
ヨ
ミ
ａ
艶
貫
き
苫
）

《
ミ
ミ
厨
昌
望
員
恥
莨
錆
萱
、
曼
蔦
富
、
夛
勗
胃
尉
…
令
．
届
、
一
息
）

。
・
・
ゆ
口
ぴ
垂
①
ｐ
ｏ
武
○
『
〕
・
畠
尽
‐
○
受
、
○
ペ
蔦
、
〕
号
、
○
画
《
自
由
富
○
慧
專
尉
鳶
Ｏ
苫
勇
弓
包
恥
嵩
‐

竪
忌
亀
一
ざ
、
琴
ｍ
・
雷
。
ミ
亀
昌
）
茸
房
。
昌
苛
包
園
。
。
（
）
言
包
竺
苫
函
ざ
ら
（
）
雫
貝
童
さ
弩
畠
．

Ｇ
、
Ｒ
一
員
め
い
も
尋
零
ｓ
量
＄
昌
争
↓
、
、
《
亀
や
淺
註
。
倉
一
ざ
畠
○
ミ
富
聖
８
農
童
蹟

○
軍
重
、
ａ
の
亭
さ
斗
狩
圏
旦
さ
苫
．
】
弄
肖
の
Ｑ
く
①
Ｈ
》
ず
①
○
四
自
切
の
芹
彦
①
Ｈ
の
、
号
・
・
（
ロ

』
釦
『
一
四
画
）

又
理
即
事
故
名
随
縁
、
事
即
理
故
名
妙
用
。
（
六
三
八
ｂ
）

○
或
以
異
境
入
定
同
境
起
。
言
四
○
ｂ
）

・
・
・
屋
丙
①
庁
豈
尉
。
ｍ
Ｓ
富
里
邑
惠
、
の
Ｅ
ｎ
ｍ
富
詩
宝
○
○
苫
○
ｓ
鳶
宝
亀
赴
○
琶
Ｃ
苫

包
ミ
ミ
、
ミ
・
ミ
ミ
の
ミ
ミ
や
蒼
雨
侭
、
弓
、
。
ミ
罫
、
曽
言
、
。
ご
§
．
曾
‐

鴎
Ｆ
、

口
〕
①
武
門
目
の
⑩
‐
葛
の
①
口
才
の
別
・
・
・
（
で
、
岸
の
司
局
四
ｍ
）

○
以
表
法
界
重
重
、
猶
如
帝
網
無
尽
也
。
此
明
善
財
童
子
依
此
華
厳

為
伴
也
。
故
云
主
伴
互
現
帝
網
観
。
（
六
四
○
ｃ
）

目
彦
耐
吋
の
も
Ｈ
①
の
①
国
威
計
画
①
目
．
昌
威
己
后
ざ
ぐ
①
厨
旦
計
酎
①
Ｃ
Ｏ
の
目
Ｏ
ｍ
ｇ

Ｈ
①
ｐ
昇
制
べ
こ
萱
忌
ミ
、
《
含
乱
畠
詩
』
房
①
苔
①
］
〕
黒
旦
冒
島
い
、
弓
萱
め

い
尋
○
貸
乞
郵
尋
急
畦
邑
智
、
富
切
慧
包
琴
倉
富
邑
○
忌
隷
さ
圏
詩
の
忌
患
割
黛
註
ｓ
ご
畠
弓
蜀
い

い
言
噌
〔
旦
暮
恥
切
言
鳥
言
〕
ミ
ミ
恥
§
扇
旦
琴
嚥
茸
量
。
巷
苛
旦
暮
、

§
倉
ミ
ミ
篭
旦
尋
、
国
箏
畠
‐
罵
寓
》
詩
ミ
ミ
章
嵐
言
詩
曾
患
ミ
ミ
堕
碁
偽

８
の
ミ
ｇ
ｏ
『
當
閨
忌
曾
．
目
言
の
昌
吻
。
暑
○
戸
島
尋
員
こ
ぎ
葛
。
患
い
き
Ｅ
ミ

房
雪
。
長
宣
息
亀
の
碁
、
営
営
ｏ
ざ
こ
』
碁
、
鳶
急
旦
ご
ｇ
亀
堕
ミ
や

罫
⑮
閨
ミ
ミ
鴎
．
騨
昌
畠
恥
籔
房
・
ミ
ミ
尋
雨
８
営
恥
量
、
ミ
ミ
一
旦

善
い
惠
凰
旦
冒
号
邑
》
冒
旨
ｏ
甘
巴
Ｐ
ｐ
ｇ
の
鼻
①
晨
蔚
の
．
Ｈ
島
①
ｏ
言
詞

の
四
○
面
○
庁
彦
①
Ｈ
・
（
や
］
の
、
、
函
②

法
界
之
理
修
行
位
極
頓
証
法
界
也
。
此
挙
一
楼
閣
為
主
、」
、
一
切
楼
閣

一

｜

局房

ノイ




